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・この記事で取り上げたソースコードおよ
びサンプルプログラムは、付録CD-ROM
の¥DOTNET¥ORACLEディレクトリに
収録しています。

¥AWS_EXAMPLE1
今回作成したWebサービスクライアント
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Webサービスを
使うと

前回は、Webサービスのメリッ

トについてお話ししました。

Webサービスを使ったアプリケ

ーションでは、データベースに直接

接続するC/S型と違って、外部の

関数を呼び出してデータを取得／

更新します。また、インターネット

の標準的なプロトコルであるHTTP

やSMTPを使いますから、専用線

を使わずにインターネットでデータ

のやりとりができます。これによっ

て、Webアプリケーションよりも

リッチなインターフェイスを提供す

る、先鋭的なWindowsアプリケー

ションを作成できるのです（図1）。

.NETでは、Webサービスのクラ

イアントを作成することも、サーバ

ーを作成することも可能です。こ

の連載では、両方を紹介するつも

りですが、今回はクライアントから

作成してみることにしましょう。

今回作成する
アプリケーション

クライアントから作成するとい

っても、呼び出すためのサーバーが

なければ、どうしようもありません。

しかし、その点は心配ご無用。ま

だまだ発展途上とはいえ、先進的

な企業のいくつかは、自社のインタ

ーネットアプリケーションをWebサ

ービス化して公開しているのです。

有名なところでは、GoogleやAma

zon.comがありますが、今回はAma

zon.com（日本ですからAmazon.

co.jpですね）を利用しましょう。

想定するシステムとしては、書

籍の購買申請や会社経費で購入し

た書籍のデータベース化、実際の

購買手続き（Amazonへの発注）な

どが考えられます（図2）。それとな

く業務システムっぽく想定してみ

ましたが、目的はWebサービスの

使い方や魅力を理解していただく

ことです。夢は大きく持ちつつも、
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今回はAmazon.co.jpのサイトから商品を検索して、その

検索結果を表示するところまでを作成してみます。 アプリケーションの開発の仕方はさまざまですが、

AWSにはどのような機能が備わり、それを呼び出すには
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図1：Webサービスの概念
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図2：Amazon Webサービスを使ったシステム

Amazon Webサービス（以下AWS）を利用するためには、事前にいくつかの準備が必要になります。ここで、その手順

を簡単に紹介します。実際に試してみようという方は参考にしてください。なお、本サービスの詳細は、Amazon.co.jpの

Webサイト（http://www.amazon.co.jp/）で「Webサービス」のページを参照してください（このページへのリンクは

トップページ左下のほうにあるはずです）。

AWSを使うためには、まずデベロッパーキット（SDK）をダウンロー

ドし、次にデベロッパートークンを申し込みます（図A）。申し込みには電

子メールアドレスが必要です。英語のページにジャンプするので、ちょっ

とドキドキしますが、電子メールアドレスとパスワードを2回入れるだけ

の簡単な手続きです。

申し込みを行なうと、画面上にデベロッパートークンが表示されます。こ

れは、後でAWSのプログラムを呼び出すために必要です。入力した電子メ

ールアドレスにも、デベロッパートークンを記載したメールが届きますが、

念のためにメモなどをしておくと良いでしょう。デベロッパートークンの入

手と、SDKのダウンロードが終わったら、ひとまず準備完了です。

Amazon Webサービスを使う準備

図A：本家Amazon.comでIDを取得
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